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インクルーシブ教育のあり方に関する一考察 
―ある英会話学校における 2名の小学生のエスノグラフィより― 

 
岡田 春奈 

 
1. はじめに 

2018年春、ある英会話スクール（以下、W校）の海外サマースクール事前研修で、コウ

キ（仮名、当時小学 6年生）と出会った。コウキは他の生徒とは異なる感性を持っていて、

面白い子だと感じた。しかし徐々に、通っている小学校の先生やクラスメイトとうまく関

係を築くことができず、人との関わりに自信がなく、劣等感を抱いているということがわ

かった。W 校は「自立心に富み、感性豊かで創造力ある国際人を育成する」という教育理

念を掲げ、英語の習得に加え、一人ひとりの個性を伸ばすことをミッションとしている。

ここでなら、コウキや他の子どもたちに何か面白い変化が起こるかもしれないと直感した。

本稿では、筆者が「インクルーシブ教育」「言語教育」「第三の場」をキーワードに遂行し

ているW校でのエスノグラフィ研究の中から、子どもの変化に着目した部分を扱う。 

 

2. 先行研究 

日本におけるインクルーシブ教育の捉え方の問題点を先行研究などから明らかにした上

で、「第三の場」における人間的成長に関する文献を見ていく。 

インクルーシブ教育という用語が初めて公示されたのはサラマンカ声明1である。インク

ルーシブ教育とは、どんな性格や能力や特徴を持っていても、すべての子どもが同じ環境

で快適に学ぶことができる教育のことを指している。サラマンカ声明におけるインクルー

シブ教育の定義を受け、本研究においてはある子どもが「包摂」されている状態を、集団

の中でその環境が快適だと感じられており、かつ、学びを得られている状態であると定義

する。 

一方、日本におけるインクルーシブ教育は子どもの課題を健常児と障害2児の二項対立で

捉えており、サラマンカ声明が意図するインクルーシブ教育とは異なっている。湯浅・新

井（2018）では、サラマンカ声明において、多様な学習者ニーズの中に「障害児」が位置

づけられたのに対し、日本の「ニーズ」という言葉の用いられ方を観察すると、対象を「障

害」児に限定したうえでの「（障害児の）ニーズ」への着目になっていることが指摘されて

いる。湯浅・新井は日本語を母語としない子どもの存在にも触れているが、近年、子ども

たちが置かれている状況は多様化している。このことは、今までの健常児と障害児という

枠組みでは見過ごされている子どもがいるということを意味する。この問題点に対して、

原田（2017）は、「再包摂（リ・インクルージョン）」という概念を提唱している。再包摂

とは、今まで集団の中で包摂されていないにも関わらず、障害などの明らかなニーズがな

いために気付かれてこなかった子どもが、集団の中で改めて包摂されることで、子ども同
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